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尼崎市 伊丹市 西宮市 宝塚市 三田市
年間給水量  6537  2388  5757  2556  1319
流域内水源量  0  730  1686  2223  1319
流域外水源量  6557  1937  4083  333  0
流域依存水源率%  0  31  37  67  100
註：流域が水源量は水利権水量も含むため、収支がとれないところがある。
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武庫川の利水や水質はこれで問題ないか?
武庫川の流域都市の利水は自前の水だけ
では足りない、ということは判ったが、そ
れで問題ないのか。水質は環境基準を満た
しているというが、それで問題ないのか。
行政上問題のない事実は事実として社会で
認定されているが、このような実態は必ず
しも住民の願う武庫川の姿と同じではない。
そのいくつかの例をあげてみよう。
・ 川に水が少ない。正常流量の定義から
いうと問題はないのだが、夏場には瀬
切れを起こし、岸近くに何となく不愉
快な水たまりができる。昔は流れてい
たはずの水量をなぜ確保できないのか。
処理された下水を無駄に海に排出せず、
川に戻すことはできないのか。
・ 有機物質による汚濁指標であるBODは
問題ないというが、難分解性の有機物
質や残留薬品が微量ながら増加してい
るらしい。これが増え続けたら将来水
道水源や水生生物に影響はないのか。
・ 川の流れが滞留するような水面にあ
・・
わ
がよく発生する。陰イオン界面活性剤
の影響と見られるが、見た目にもよく
ないし、あ
・・
わの発生を抑制することは
できないのか。
・ かつて有名であったアユの遡上を再び
武庫川に戻したい。水量、水質だけで
なく、河道に構築されている各種の河
川構造物の影響はないのか。
河川というのは水量も水質も、そしてそ
こに生活する人間も生物も、全てが安全で
安定した循環性をも合わせ持ってこそ正常
であり価値がある。健全な水循環とはよく
言ったものである。
